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 震央距離が 50 km 以内の 12 観測点（第 1 図）での記録を使い，2008 年岩手・宮城内陸地震

の震源過程を推定した．本解析では，すべり量，すべり角と破壊開始時刻の分布を観測波形

から同時に求めている． 
 Global CMT解を参考に，走向205度，傾斜角50度の断層を仮定した．断層の長さは42 km，

幅は 15 km とした．破壊開始点は気象庁の一元化震源の値を採用した．すべり分布 (第 2 図） 
の特徴は，破壊開始点からみて南南東側の断層浅部にすべりが集中していることである．す

べり量の最大値は 8 m 強と推定された．地震モーメントは 2.2 x 10^19 Nm (Mw6.8)で，Global 
CMT などで得られた結果と大差ない． 
 すべり分布を地表に投影 (第 3 図) すると，はの木立と荒砥沢ダムとの間にアスペリティが位

置することがわかる． 
 Mw6.8 程度の地震で，最大すべり量が 8 m は非常に大きいが，これは応力降下量が非常に

大きいことを意味する．対応する活断層を事前に認識するのが困難であったことを考えると，こ

の起震断層の活動度が低く，活動間隔が長い可能性がある．もしそうならば，断層の長さに比

して地震モーメントが大きくなる（すなわち応力降下量が大きくなる）というこれまでの地震のス

ケーリングに関する研究（Kanamori and Allen, 1986 など）で知られていることと調和的である．

また，火山近くで地震発生層が薄いために，地震発生層での応力集中がより進んだ結果かも

しれない． 
 但し，すべり量が過大評価である可能性は否定できない．本地震では，１次元速度構造を仮

定して計算される合成波形の振幅よりも，観測波形の振幅の方が大きい岩盤サイトの観測点

が複数見られ（第 4 図），震源付近で表面波が大きく励起された可能性が考えられる．この解

析では構造起源の表面波の励起が，震源起源とされている可能性がある． 
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